
                                                                     

                       平成27年10月28日  
各   位                                      
                                      会 社 名：                    日新電機株式会社 
                                      代 表 者 名： 代表取締役社長     
                                           小 畑 英 明 

                                                   （コード番号 6641、東) 
                                                          問 合 せ 先：経理部長 舌間  修平 

                                                       （TEL：075-864-8315） 

                                      親 会 社：住友電気工業株式会社 
                                      代 表 者 名：社長 松本 正義 

                                                （コード番号 5802、東・名・福) 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成27年５月11日の決算発表時に公表した平成28年３月期第２四

半期累計期間（平成27年４月1日～平成27年９月30日）及び通期（平成27年４月1日～平成28年３月

31日）の業績予想について、下記の通り修正することとしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想の修正 

 

(１)平成28年3月期第2四半期(累計)連結業績予想数値の修正（平成27年4月1日～平成27年9月30日） 

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に

帰属する
四半期純利益

１株当たり
四半期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 43,000 800 800 500 4.68

今回修正予想（Ｂ） 42,600 1,900 2,000 1,400 13.10

増減額（Ｂ－Ａ） △ 400 1,100 1,200 900

増減率（％） △ 0.9 137.5 150.0 180.0
 

 

(２)平成28年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成27年4月1日～平成28年3月31日） 

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に

帰属する
当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 120,000 10,500 10,500 6,500 60.82

今回修正予想（Ｂ） 120,000 11,000 11,000 7,000 65.50

増減額（Ｂ－Ａ） － 500 500 500

増減率（％） － 4.8 4.8 7.7
 

（注）前第２四半期（平成27年３月期第２四半期）実績および前期（平成27年３月期）実績につき

ましては、本日付けで開示しております「過年度の連結財務諸表等に関する誤謬の判明及び 

平成28年３月期第２四半期決算発表の延期に関するお知らせ」に記載のとおり、連結財務諸

表の訂正が完了しておりませんので記載を省略しております。なお、当該誤謬は業績予想に

織り込み済みであり、当期に与える影響は軽微であります。 

 



 

 

 

 

２．修正の理由 
 

第２四半期（累計）の業績につきましては、売上高は中国における電力機器事業の売上が第３四

半期以降へずれたことになどにより約４億円減少いたしますが、営業利益は新エネルギー・環境事

業、ライフサイクルエンジニアリング事業の採算改善や間接費用の発生が第３四半期以降へずれた

ことなどにより約11億円増加する見通しであり、これに伴い経常利益、四半期純利益もそれぞれ約

12億円、約９億円増加する見通しです。 

 また、通期の業績予想につきましては、第２四半期（累計）における新エネルギー・環境事業、

ライフサイクルエンジニアリング事業の採算改善などを織り込み、営業利益・経常利益・当期純利

益を各５億円上方修正いたします。 

 

 

 

（注）上記の業績予想につきましては、現在入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の

業績は、今後様々な要因によって異なる可能性があります。 

 

 

 

 

以  上  

 


